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ヴイシスタ令ドヴァイタ“ヴ工、ダーンタ (1)によると?党が一切の世界とその
つ+し光機U)ノj'.*回じめり，一方ヲ万劫の技物事象の世界，;t，党の自
がら，党身j舌現成の様態である。更に，党，万我ヲ万物，事象とそ
認なるので峻別すべき世界である一方ヲ存在ぬの実質において，永遠に切り
65 
の絶対的
りな
おいて
のi世界として理解されている。よって， r党我牧;の l~変苦 11 夕日性』は，ヴイシスタードヴァイタ e ヴ T 一
ダーンタ
あって，ヴェーダーンタ
ると言える。
ラーマーヌジア )を太祖とするヴィシユヌ教の屈で
る学派である。本学派はヲボダーヤナ
I.A.D.)によって書かれたプラフマ，スートラを根本経典とし，ヴイシュヌ款の公潔 5 ヴィ
シュヌ神とその救済的な車、愛を讃美し，ヴィシュヌ神への親愛を生き:うfの根本としていたタミル人の詩
人達瓦 2了，ヴイシュヌ教の定理を哲学の観点から解釈していた聖哲( )の伝承:から
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生じた学派である。ポイガイー・アールヴアール (Poygay-alvar) とプータット・アールヴアール
(Bhutattぺalvar)が初代のアールヴアールと見倣されているが，ラーマーヌジアに先立って活動して
いたナータムニ (Nathamuni，Vl-VlD. A.D.)とヤームナーヂアーリヤ (Yamunacarya，X. A.D.)に否
定出来ない強い影響を与えた。
ラーマーヌジアが提唱していた教理を土台とするヴイシスタードヴァイタの聖哲の中で，彼の門弟で
あったクレシア (Kuresa)，プラナタールティハラ (Pranat亙rtihara)，ダーシアラティ (Da品arathi)，
アンドラプールナ (Andhrapurna)，ヴァラダヴィシュヌ (Varadavi釘lU)，ヤテイシェカーラ・ノTー
ラタ (Yatiasekhara-bharata)，ゴヴインダ (Govinda)，ヤジナムールティ (Yajnamurti)，パラー
シァラ・バッターリヤ (ParasaraBhattarya)，ナンブリ・ヴァラダリヤ (Nam buri Varadarya) と
ピッライ・ロカーヂァーリヤ (PillaiLokacarya)は，本学派の教義を設定し，ヴイシスタードヴァイ
タの「教父」と称ずるに相応しい者である。更に，ラーマーヌジアとその門弟が唱道した党論，万我論，
物質論と解脱論の定理を聖典の啓示と哲学の立場から，唯よりも，論究し，競護しながら，それを著し
たのは，大論騨家ヴ、エーンカタナータとも呼ばれるヴェーダーンタ・デーシカ(予誌な君主主12品)で
ある。そして，後世に活動し，ヴィシスタードヴァイタ的な教理を深め発展させたのは，スダルシアナ・
スーリ (S吋arsanaSuri， ~re斗 D)，サイラ・シリーニヴァーサ (Saila 色 nr山asa ， XV. A. D.)，カ
ツリ・ランガーチャーリヤ (KatsuriRangacarya， i~L A.D)，ランガラージア (Rangaraja，XVI. A. 
D.)とアナンターリヤ (Anantarya，XIX. A. D.)である。
本論文は，神仏党論，人間論や哲学を傍観する学者の態度ではなく，知行合ーや修証一如という人生
の姿勢をもって勉学に励みながら インドの党学と哲学 スコラの神学と哲学およびその比較的な思索
に著しい貢献をした者の深察を元に，ヴィシスタードヴァイタの聖典とその註釈書の単なる語原的な分
析ではなく，ラーマーヌジアとヴェーンカタナータが提唱していた教理を中心に，ヴイシスタードヴア
イタの世界観(隷署員ピいう)の核心で、あって基盤で、もある『党論j，特に，その根本哲理を慎重に考
察しながら，ヴィシスタードヴァイタの党学，スコラの神学と仏教の仏身論に通用する概念をもって，
独自に著述したい。そして，この考察の根本的な資料と方法は，ランガチアリヤ (RangacharyaM.， 
im-)，チアリ (ChariS.M.S)，ダスグプタ (Dasg叩 taS.， i~~~-) ，クマラッパ (Kumarappa B.)，カ
ルマン (CarmanJ.B.)，ベレイラ (PereiraJ.)，パッリンデル (ParrinderG.)等と，比較宗教論の
世界的な権威であるエリアデ (EliadeM.， i~~l-) の論著に頼る。
この論文の主題として，ヴィシスタードヴァイタにおける「党論」の根本的な哲理の神学的な特色を
略解することである。本書では，党の匹俸なき性格を論ずる「妙格説J，党の遍在的と問時に超越的な
霊質を論ずる「大魂腕説J，究身の性質とその根本的な形態を論ずる「活現成身説J，党と宇宙万有の性
質的な本来の関係を論ずる「異性同質説jおよび，党と宇宙万有の親疎開係を論ずる「親疎一如説Jの
根本哲理の真義を略説する。それと同時に，当哲理が苧んでいる神学的(当然の結果として，宗教〔身
心学道〕的，即ち，人間論と人倫論に方向づける教理的)な奥義，その趣旨や示峻的な意図に注目した
し、。
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る一切の世界は叩
とする
ヲ遍満無碍の活現，無極の栄福，無上妙智と無限の育美1患を
に，依存，市iJ[民生死と変化を本来自然之性とする物
によると，諸聖典の中では 9 党が;本然の性質とその能力に
おいて絶対無限にして不可解の存在であるため 実在・有自体 e 真如や超越者と称ぜられでいる。
にして有限であるため，非実在@虚無や幻影等と名付けられる事がある。
しかし，ぞれは，万我物事象の実在を排携する事がなければ。百認を意味する概念でもなく
しようとした原始的な仮称で、ある。却って，同典の中では，
る実態として描かれている。それに網党も
奇遍徹しながら超脱し，純え間なく養成しながら内制する
いる。斯くして，焚:我物は相即不離p 峻別一如かつ異性同質的な世界とし
上述のまとめとし i実有世界の範曙」を図表を以 、。
。〉
党我物[1反別^1，¥1J言論的な人間観の心髄を提唱したのは始祖ボダーヤナ(紀後 l一位紀)であり，
とし
れてνる。
に論詳したのはラーマーヌジァであった。そして，この人間観の真諦諸相を理路整然と論及し
たのは有名なヴユ二‘ンカタナータである。以下，後師二人の見解を中心に，
する (5)。
と看し貫してそれら る。ヴィシスタードヴァイタは下記の人我観を
自己・人我・人間的な霊我という 人体・肉体と同 A不二の実有である n そして.
p 
d 
に過ぎない。
る人体の自 って，そ
自他意識，思慮分別や正覚大i宮の能所は人我の本来自性に属しない。
一、人誌は，本;然自I人!性においてヲ党と同-であり，無辺際にして罰的
、人我は因縁によって臼ら結合した身体のみを必徹しながら養濡L
る精神的な悩体又は実イ本である。
¥人我は白身全体とそ なく L，活躍する精神的な る。
よぴ諸法無相という根本原理の或る伝統的
とする永遠不滅や有始不滅の実体我はなく，無常変易，
としての「苦」しか実存しない。
のモ/である。
通してのみ活動し
国
によって「無|から創造さ る。
は亨ラーマーヌジァとヴェーダーンタ a デ」シカ
る人我観の定理を略説する。
q ヴィシスタ」ドヴァイタカrp長
自己と称ぜられるモーノは，各々物体の非情非精神的な原理たる未開物質(
原質) 時↑古知，感覚とそれらの器官や機能と本性的に異なる l土
り， るJという体験ではなく.ヴェーダーンタ 「、ふ11、_.;j 1.，-
70 鹿児島女子短期大学紀要 第33号 (1998)
図表~仁ヴィシスタードヴァイタ・ヴェーダーンタ学派による f実鳴の大範鴎j
THE ONTIC REALITIES OF THE M.ACROCOSMOS AND 
極大極小宇宙
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は私の足，記憶や生命であり，私は感し，悟りや自他を意識する者である」という自覚こそは万代万人
の共通体験であって，事実上，人間の心身的活動の基本公理である。人我は，自他を超越した非個的，
非実体的，無制限で単一純然たる知覚や意識自体 (~~~~;s~~r:1;f~)ではなく，感知，迷悟， 自他意識およ
び自身全経験の不変基体であり，その経験を自ら意識しながら創生し，操作しながら享受する位格的な
実体 (ZE;zr)である。無限純一なる悟知や意識は人類の経験範囲の外にあり，仮りに存在していた
としてもその実存および性質真相の有無自体も人知の外である。全人類の存在的な経験によると，人我
は，遍在する単一的な無分別知や意識の全面無常でなければ，純粋悟知の個的な露現や様態でもなく，
「我思う，故我在りJ(~翠t:ー )という位格的な個体である。そして，人間の身心的な経験も又，人我の
天然性質の機能と活現である。
次に，人我は自他の内外を自然自発的に把握し，それらの世界各相を思慮と膜想の対象とし得る識者
(知者 -Zお民主::c~:~:a ，)である。即ち，人我は自己内外の世界を多種多様に感知し，その中身を意識し
ながら自他に顕示する。このような感知的な自覚と啓示的な意識の一如は人我の天然性質の要素として
理解されている。
更に，スコラ的な有始不滅の人魂や仏教のある学派が力説する無性や無常の剃那的な和合体ではなく，
党の本来性質の精神的な全機現でもなく，無尽の過劫，現在と来劫においても不生不滅の者であって，
党の現成身を構成する位格者である。もし，人我は有始不滅の存在であれば，永遠の道理である業報が
著しく制限される事になる。又.I無」からの創造も因果原理の領域を遥かに越えているからその真相
の究明も不可能である。又，もし人我は，文字通りに本来無性で全面的に無常の仮和合体であれば，業
法の根本を成す因巣縁起，輪廻転生と解脱(成仏)の道理も無意味であって虚論である。
更に，人我は心身諸活動の作者 (karta)であり，自業の果報たる苦楽の享受者 (bhokta)でもある。
党身の霊的なー現としての人我は生存の真性において制約されているが，菓賦された性質とその徳力の
範囲内で自由である。よって，人我は一切の身心的な体験の基盤であり，動不動の自由を有する故に当
然，その責任も担う識者である。人我の経験が多種多様な活現の様相であるが，人我自体は天然性質に
おいて変成や変滅のない者であって 知者・作者と自業自得の享受者として永遠に存続する依立的な個
我である。
次に，究，人我と物質は本然之性を異にするが本然実質の根本において同じである。人我は党の自然
身体の精神的なー現であり，自らの存在において永遠に党に依拠し，党の活現から切り離す事が出来な
い者である。そして万人の我が悉く独立した別個(自色喫官m，)であって，その感知と意識の機能および
内容が異なる事は立証を要としない自明の事理である。
又，人我の本体は，現世的な感覚の範囲を出ている極微の単生者 (212一回)であると同時にその内制
的な活現力が自身全体に及逮する。人我の機能，善美徳等と結合した身体が無常変易にして顕現し膨縮
するが，人我の菓性自体は恒常不易にして永遠不滅である。人我は，無限の超徹神たる党と違って，人
体内外を遍満するのではなく，自身の特定場所に臨住する極微精妙な単生者であるがその天然力が結合
した肉体を隅々まで浸徹しながら活性化する。人我は身体を通じて外界の万我物事象にも働き掛ける事
が出来る能力を具えている。
解脱会得の趣向も人我の天然的な性向である。この性向は次のような事理によって裏付けられている。
p 
V， 
-~、
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く、ヒカイ しない。なぜかと言うと，
いからである。一方，ヴィシスタードヴァイタ
を警日命的に解釈し，世界万有が流転変易すると
る有常界の面白も
上位党が自らの世界において‘切の性質徳力 9
るという定理も錯慮による虚空薬(実在しないそ/ゴト会
うと，衆生の感知，直観や大悟でさえ，全く
したりする る。それから，
l中身のないこと」と
い。このような
必切の世界を全面的 し，
るために現世的な悟知に一切関わらない，
虚と実や有と
るように多例え吻「虚実的
る
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日の真相を究
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ヴ
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吏k，J二位党は，性質徳差が一切なく， t世界万物の無常流転を完全で全面的に隔絶する
ると同時に，無分別知(~意識)自体，去来永劫に瓦る無尽無擬の慶福と自由自在ベつ不生不滅の生命自
で手、あるという見解も謬りである。宇宙の非実在性や|可時虚実性ヲ上位党の唯宇実在性，その無性質無
よび全面隔絶性について既に言及したが，今度は，絶対不二今元論が唱道する党の!生一本」性
とその担握について，一点二点を指摘しておく。要するに，非実体であって無常で無自性の虚実なる人
る党を如何にして把握L，理解し得るのであろうか。先ず，宇
と認める以仁その仲間である万我lえ -切劫界を全I民的に隔絶する高
その有無や存在の様態についての真知を得る な根拠が全くない re に，宇
を完全に超越し，性質徳差を し
のそ/であり と 同体であるならヲ識別の本長拠とその中身も
ぎない。
に--~切世界の我物事象とそ
る高次党の虚偽的な活現にみる教説も健全な論?訟に耐る事は
よると，本来実存しない又はヲ虚実的なゾンサ、イたる無明に因って
る無自性無捷差の詐善的な現成の虚妄・虚構であるということになる。
でp
」
.一元論の党我物関係において不可解な
経明 γ引が根本的かっ不可避的
(m亙y引の謎めいた活現による万我物の錯謬的な
じている事は周和の事実である。このマ』ヤー・ア
ヴ{デイアー論の詳説が本題外であって別の折に譲るが，現時点では，取り敢えず¥この論ほど猛烈に
な反論に悩まされたものはない上に，矛盾だらけの説としてヴィシスタードヴァイタ・ヴ、工}ダー
ンタによって全面的に否認されている (11)。 ヅ人ヴィシスタ←ドヴァイタが唱道する
おける党の根本的な地位，特に党の「性格観Jを以下のようにまとめる事が出来る。
と…切の世界は本来ヲ峻別不離の世界であって，実存する世界である。
を通じて，蕪限無尽で完全無欠の徳力を本然性質とする不生不滅の
の関係に
である。
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一、党の「妙格Jとは，党を賛とする徳力とその機能(活現成)の性格の絶対的な唯一無二性である。
換言すれば，党と万我物事象は，徳力とその機能の実質と存在性を分ち合う(実質の類似性が認
められる)が，党の存在，党の本然徳力の性格とその性能は唯一無比である。更に，観点を換え
て言うと，党の「性格」は，人我を人我とあらしむる「人格J(誌:S~~~~na) のようなものでなけ
れば，神我を神我とあらしむる「神格J(f:~sd~主)のようなものでもなく，一切の位格(神格，
人格等)を永遠で完全に遍徹しながら超絶する性格である。却ち，万代万人は，天然の性におい
て，お互いに似ているので， r人類jを成し，万神の本来自性においても神格の相似があるので
「神祇Jであるが，党の本然自性に類似するモノがないため，党の本然自性を「妙性」や「妙格」
(言い換れば，神格を無限に絶する霊妙極まりない位格)と称ずる。
四、党の超徹的な霊質を論ずる「大魂醜説j
ヴィシスタードヴァイタの聖典，註釈書や論著によると司匹儒なき妙格神たる賛は噌精神を天然之性
とする万我および非情非精神を天然自性とする物質世界の絶対で遍徹的な霊我(設立溜ネ弘721n，
universa1is ) である。
一切劫界の我物事象は本然の性質とその実在において党を必然的な要因と依拠とする。この定理が人
我と人体の依存関係の普遍的な経験を基範にした論理に由来する (12)。ヴイシスタードヴァイタが論辞す
る無上の霊我，即ち遍徹的な大魂塊としての党と，尽十方界の万我物事象の依存関係においては，斯く
の如き五要層は判別され得る(凶。
第一に，党は，一切の我物事象とその多様な関係を隙聞なく浸徹しながら，悉有各々を然る可き性質
と徳力で充満し活性化 (::s~出，"g)する最高無比の霊我である。この大命我こそ，万我物事象に内住する
個我の一種ではなく，一切劫界の極大極微の全存在をありのままにあらしめながら活現せられ，永遠無
碍にして，霊妙極まりない大魂塊 (r魂」は，一切精神のはたらきをせしめながら，それらを司る霊力
である一方， r暁」は，万有の物質とそのはたらきを養活しながら司る力)である。総じて「魂暁」や
「営規」というのである。党たるこの大霊我は，独占徳力として，三種の遍徹機能を本然自性の根本と
する。
一、宇宙開闘以前の幽玄で大寂緩慢の様態に住じた極微で精妙な万我を興起し，極めて微細な原質量
の化育と発展をせしめ，党身の隠然たる性質とその道理のー現なる業法に遵じて，各我を適した
物質量と結合させる創造的な働きである。
一、万世千界の我物事象とその活動を養成することである。
一、宇宙万物の崩壊後，空劫中に，一切の存在を隠然たる胎蔵に受容し，大寂無対で極微の党身とし
て保存せしめる党の不可思議な神通力(自存自立力)である。
従って，党は，一切の我物事象をあらゆる様態において泌徹しながら無間断に養活する太極の大魂醜
として理解されている。
第二に，党は，本然実相の秘蔵界においてのみ無量の永劫を通じて不変同一にして自立自存し，自ら
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の心身全相を完全に自覚しながら無尽無量の徳力を白然性質として具有する無上無比の持主(弘田us)
である。一方，党の顕在実相たる宇宙万物は，自然の性質とその徳力において，一切の劫を通じて党に
依存する世界であって，党の所有(!'詰ertas)でもある。換言すれば，一切存在を成す党我物事象が，
峻別一如で相即不離の世界であるが，この世界の潜在実棺・大極の心・本然白内性や隠然たる秘蔵界と
称ぜられる党だけは，自らの活現成身 (;2142;ium)で、あって顕在実相でもある一切劫界の我物事象を
悩散し活性化(訴訟ケ)しながら，永遠にそれらを超絶する唯一無上の霊我(~~r~~~!:~d'e~~ts )であ
る。斯くして，党を超徹的な大魂暁(忠弘おおい)と呼ぶ。
第三に，党のみが宇宙万有を自由な慈愛をもって恋に絶えずあらしめながら盈濡する究極の存養主
(~~::~~r )である。
第四に，党は，一切世界を慈養し:存続せしめるだけではなく，万我物事象とその万変千化の必然不可
欠で太極の拠り処であって，一切有の全実相界を統理する内制我 (22ff2ぉ~~~-)である。
第五に，永遠の不変同一性，自存自立性と自由自在性等の神聖極まりない徳力を具えている妙格神た
みりん
る党は，一切劫を通じて万有万象を禰給しながら泌徹し，養濡しながら無間断に活性化せしめる無磁で
万能の主であるだけではなく 三世尽十方の万我物事象とその徳力を時々刻々に透脱しながら永遠に超
越する匹偉なき命我 (1ent:a~諸説'~~h:n-) でもある。しかし，党と宇宙万物の依存関係における党の超絶
性は，人間界における自由人と奴隷，利援を得る主と搾取されて損を蒙る弱者や国家元首と国民のよう
な上下関係における差別的な優劣ではない。実は 党なしに宇宙万物のー塵一刻さえ存在し得ない。党
が実存し，活現する事に因って尽十方の万世千界が在る。この最善で絶愛の党は，完全な自由と責任を
もって，一切を創造し，化育発展，老化と退化等をせしめ，白内性法のー現である普遍的な因果縁起法
と各自の自由を尊重しながら，万我物を解脱へ導くとラーマーヌジアの時代から一貫して，ヴィシスター
ドヴァイタ・ヴェーダーンタが教えている。
以下，ラーマーヌジアによって著された『ヴェーダーンタ聖典の論釈大全j(官品密部2恐れF
RAM瓦NUJAC瓦RYA') から，党の性質，特に神秘的な位格性と超徹的な霊質に関する重要な文を撰著して
おく。
「一切の存在は，先制鳩の)械とする〔22272am〕0..一切れ械があるれ，生
成化育する万世万有の制御主(通総者)でありながら，万有をお徹する大霊我(大魂塊)である
〔1122a，IIE1〕0..大化の中に在る存在は，大此の内制主であるにも拘らず，大池は彼をま食らない。
しかし，それにも拘らず，大池は，後の身体であって，彼は大比に通在する内制我である。そして，
彼こそ，決(と万物)に制する制の慨者であって，永訴えの大針である〔殻23??fF3〕。
.物質世界の諸原、王室等の中に活動する者も，一切の物質の内制主であるにも拘らず，物質界は彼
を識らない。しかし，物質も，彼の身体(の一得)であって，彼は，あらゆる物質芥の太極我であ
る〔fBiTzZC0・・・万我の中に在る者が，万我の内制主であるにも拘らず，万我は彼をからない。
しかし，万我も，彼の身体(の妙相)であって，彼は万我の(隠然たる)内制我である。彼こそ，
汝と万我をお徹する本来の統理主であって，永遠不滅の大営純である〔tgzfsT7!?Emnyaka〕0・
水，コに，太陽，星月や宇宙の諸道理等に造在する者が，宇宙万有の内制者であるにも拘らず，万有
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i主役を識らない O しかし，後こそ宇 をi制散しながら五主総する大霊場えである。この霊釈もヌ同
一切の*忍と欠厳を隔絶した存ィ庄であって 9 絶妙松まりない神格を2ト有する熱Lの:者総えである。
佼は，唯一糸ニの執ナーラーヤナである[ o. • .彼(党) i丸一切生命の御いのちであ
る。大霊我たる伎は，舎が心の中にも平子容する。後乙そ，一切の世芥をおイ散しながら殺絶する雲寺え
である官五;;ケつJo・o I一切の生令は，党の身体(の-}普)である」という誇はラーマーヌ
アによって，次のように解釈されている。「党は，一切世界の万我物事象の生命令ヲ形態とその
を養泌する三ゑであって維持者である。一切の生命は，党を太極の漁ゑと L，伎の御 Et(
的な秩序)を絶尤悶なく実況するだけではなく，彼に対して，最終的な責任がある。結局のところ，
宇寄生命の全ては，党身の真相でーあって， その多種多様、な活況成の様主主てある 0・島 そして ---liJ
4子森の広イ毒なき大魂塊「ある党も又，宇宙万有を自己s頻況の形態と L，合らの活動の坊とする。
の党こそ， ~.ヤのイ言イip とヰしオ干の対
ヴインスタードヴァイタ
-，--
1工、
あλ日r ρI(14 
eJ 1、8RIBHASYAOF R vol.II， pp.6，9，JO 0 
を る
と霊妙纏まりなし
Jr/ 
を本然性震とする
の如く叙述する。
( l;arrra， 問一 ) 
p US 8Wma tumノ る。ラ、マーヌジアは党身の世界をく
『焚』はこ 7念じた， I吾才l，多者ー多物として札点しょうかJ[よ;明記ヰιJ0 ・.， I後は
心の奥に念じた後，会らの妙身に浴みしていた原索がら万物のさhえをせしめヲ 白身安寺田界(乃一選yを
頭成したのであるJC IY[anU-S1nrti， 1.8J。…この先こそ， 命治省益であって，ヰ守常と五尋常のコゲ~ゆ1 と索時ー
らい、徳力を fきらの身体とする。よって，党と謀議まで，えは交を太極本我として有しない
が一つも し得ない[芝居。…有情と非情， と枠精神をえ
然、性貧とする世界，不橡不滅や壊滅変化を事伎とする:万有事象，えに今岡家縁起等の3史3去を
アアスデヴプ
索とする万劫の我物事象は，永遠のぬ在主たる焚:の活況成身であって， この党を本然台内性@究桧
げん二ヮ
の本我とするものである〔詔宮古う。 ・11''rt7間関以前(玄効期 e空効期)の会均的な
じゃくがんまん
大寂主主'後にイ主じた主主徴の無機原水(brahmanda) からヒ有したム水草木と 7殺多様な万物も絶対
たるヴィシュヌの活況身である。ヴィシュヌ神こそ，尽十;;'l界の我物事象の一条上愛:我〈二九五屯
。…ー「時と場を問わずに存泣する形而 L下手下の:万我粉事象lま， そのまま，
絶対えの である J[18，五官一〕。…「大池の中にみる者l丸大地ル内需'Jえであるにも拘らす¥
大地は彼(免)をき裁らない。しかし， ぞれにも拘らずヲ大対'.1立役の現成身であって，えは二大j必の鴻一
底的もご内刺殺‘である。そして，後こそ，汝(と万物)に迭泣する、筑波;;，!tであって p 永遠方:えの大a哀
我てある。…四方八方の水，九，久，天界， 同月 Jk，生気，空間(原資衰のふ徳なる)総賀ラ激;型f
ど糊記 長~t 二 ~t トヲ 台化意識，思』き，大惨， ぎ言普ヲ 時民3平等，皮肉骨骨這，稜子 9 万手交，ーかJ効芥の
全ては彼の身である J[記官というえは，わτ一切の我物事ゑの究核家我である同
時に，万我万物も，党の活況1気身であることを明示する〔信号古 o ・・「ゑに務く丸
世界は，党の裏話然、実相の一命である。犬空自体が伎の胴イ本であり， 同月が伎の持政であり，四:ざ
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合ーが伎のヰでありヲ空気と須川苦手皮の息であり，地上の万物が彼の内臓であり，海水と山ァ;えが彼の島幸
成γあり，大地が彼の雨えである。言者聖典が彼の神宮の託銀である。後こそ真に宇宙フチユ有の絶対
的な大級品名であるJ 均am.)0 (~与するに)一切世界をお徽 L ，義語しながら越殺する霊寺えだ
けは。 このような広大無主忍の身体を有する。…この党こそ 3 一切世界のぎを効期， fiえ効期と壊効期を
ひん
通じてヲ精神を天然、牛、常とする万我，非精神を薬質とする万物とその万徳形態を，合らの妙身とし
て有ーする。そして，万我万物の天然色伎が党身の大寂、後慢(さを効期)においても}j主義イとする事
もなければ融4えすることもない。党身の大寂緩慢という様態こそ，日切宥の滋賀受E昔、である o ，..無
上依格者(太極笠我)は，宇'お存在のあらゆる段階において，有情精神を本質とする:方我と非情
持精'I'¥'を慈賞とする万物を告らの身体として有する。万世十字下とその我物事象は，党身実キ自の顕在
拝、γあっ[，その減点の一面lこ追ぎないJ[宿間し山・・「三四芥
よ弘，たと本4とに実在する世界)の我物事象は，機効期の問時l二号号が身の大寂で持品対の様態に
ィ会運命的な不法緩慢の状態l二位ーする(空効期)。そして，新J#..効の初めに，多れ， 告ら
の
し，
各が身
ず〉極徽ょ原質量~ t二万我耳王、(今手足感)をま浩之 9 新宇宙開閥の準備が始まる。各れ， 一切手fを剣迭し，
逸平守コブイ乙を活性化しながらその4寺本と生成化育等を常に維持する変である_I [ 
ほど，ラ、マーヌジアの表現を借りて紹介したヴィシスタードヴァイタの宇宙観ヲ厳密に言え
けんぜん
特に，党の顕然たる活現成身としての宇宙万物を正しく理解するために，本学派の|身
即ち!身体」の根本的な性質とその真相に正しく通徹する事は不可欠である。何故かと aう
1: ，ヴィシスタードヴァイタの身体観 そして その結果として宇宙観も 風俗や自然科学が用いる
「身体」の概念とかなり異なる内容を有するものである。従って，ラーマ』ヌジアとヴエ』ンカ
タナ」タによると，身体とは，原子 a 極微個体，物質，無機死物，肉体ヲ上記の混合体やその属性ヲ又
は，忠:りで、もなく，
ねん ほしいまま
u'~o I訟と金E識を本然性質ーとする愛才気に全面的に依存し その愛我の栄福を追求する為に迭に佼L
fFjされ，様々な目標と党松司的の達成iこも確実に役立ち，えに，何時十I所でもその霊我によって完
全に制御され， 1@.和さすし主主主史されながら;I7l当霊我との一体をなし，総草IJ-¥" Jiと草lJまで、(18)このiE我に
よって (即ち p その存在が維持され， )され得る精神的や物質的な実有てザある
ヴィシスタードヴァイタは，党身の顕然たる舟界における霊我と物質の関係，特に「身体lの特徴と
その役割を，一切存在の本然秘蔵界であって大魂暁でもある党，およびその自然身のfiト身である万我物
ふえん
との関係にまで敷析しながら，党我物関係の真髄を類比的に論究する。この考察の筋道を辿って
みると，党身の活現成のj警たる万我物事象界の真面目とその天然性質の基格をラーマーヌジアとヴ.J.:'_~
ンカタサ」タの文脈主旨を保ったままヲところどころに推桁しながらド記の如く撰述する c ち，党の
「身体」とは?
トの存注をね徴しながら養濡するヴィシュヌ神，万能の室']i主主たるナーラーヤナ神やおr尽古今絡
の;えたるイシヴァラ神主事と称ぜられる党に，全面的に依存しながら交の問的達成の為に自白。迭に照
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いられ，その永福と栄光を確実にもたらし，あらゆる時と場において，先によって完全無主に制御
されながら通総され，一切劫を通じて存養される万我物事象とその徳力の世界である。従って， こ
の先こそ，一切劫芥とその万有万徳の台然の本木であるため，無上の霊我や普通大魂塊と呼ばれる。
このようにして，知覚と意識を天然性質とする万我 (32ユZ師)および，無知の物質を薬事fとする
万物徳力 (~~:~r~~:)は，一つ残らず，絶美の妙格枠たる先の身体を構成する桑索である』刷。
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以上は，ヴィシスタードヴァイタの身体観と党身論の撰述である。ここからは，党の活現成身として
の一切劫界の万我物と万徳千化の把握の心髄を下記の3項目にまとめ，解釈する(21)。
一、一切世界の万我物とその万徳千化はあらゆる時，場所，実存の形態や意識の様態において，その
偉，究身の形而上下的な活現成の層である。換言すれば，無量の過劫，現劫と来劫の一切存在は，在る
が偉に，党の本然実相界の根本要素である不可思議な身体の顕然たる真相でありながら，その本然秘蔵
界の時空的で我物事象的な露顕でもある。宇宙万物は更に，党身実相界とその存在の多種多様な具現化
と形態化であるだけではなく，党自体の本然性質とその無限徳力の活現の結果と時場で、あって，党身の
隠然たる実相，即ち，本来全面的に静寂不動の状態に住じる極微の万我匹(器「葬品川と原始物質
(童話首長室5FL)の壮大化であって，多様に変化する世界でもある。しかし，党と宇宙万有は，同一でなけ
れば同等の存在でもない。党は，隠然たる極密の一切心(二携銃殺害程:)として，無尽永劫を通じて，
Lん
あらゆる宇宙とその万我物事象を隙間なく泌徹しながら超越する霊我である。一方，一切の存在が，党
の本然絶美で極まりない秘蔵界の全相を完全に顕現したり，党身の潜在的な徳力の全てを使用し尽した
りする事は，永遠に不可能である。更に，この党は，一切世界とその全存在の本末的な大魂規制であ
るだけではなく，無尽無品にして，恋に自らの性質とその善美徳力の根本を露現(試す誤認L&~estatio)し，
無量劫界の我物事象とその万徳千化として自由に活現成しながら，万我の真福をはかる慈愛の救世主で
もある。党の本然活現成の中には，主として次の二層が識別され得る。一つは，分別知をもって把握出
来る現劫の万有千化の世界(髄志望捨現成)で、あって，党の栄光の3分の lを示現する相である。も一つ
は，現世的な悟知で僅かしか垣間見る事が出来ない永遠卓越的な精神の世界(富境在高官語現成)である。
この世界は，党の栄光の3分の 2を示現すると言われている。よって，現劫界の万有千化は，党の本然
実相界の一種の様態であって，一現に過ぎない。
二、尽十方界の我物事は，一切劫とその開闇化育のあらゆる次元と経歴の段階において党の活現成身
である。周知の如く，党身全実相の顕然たる世界は，活現成身として，理知的な精神を天然之性とする
霊我(神我と人我)，感情を棄性とする多種の命我(動物)，多小の感覚を本有とする個我(植物)およ
び無機物質を本性とする偲物から構成されている。党の活現成身の絶妙相たる悟知的な霊我群は，天然
性質において，党に全面的に依存し，不生不滅の生命を無間断に養濡されながら，党法の一種である業
法に適した身体と調和的な一体を成し，党身の顕然たる実相界の因縁業法に遵じて，自らの後世と実存
の形態を自由に作成しながら，自分の永福を追求する。更に，動物は，党身活現成の異態でありながら，
神我や人我の輪廻転生の邪悪道であってその修道でもある。そして，無機物質も，党法に順従して膨
しゅくそさい
縮轟細と様々な変化の運命を辿りながら，万我の迷悟と輪廻転生の六道において前生業報に適した身
体の材料としての役割も果している。しかしながら，現劫万界の我物事象は，党の活現成身であるにも
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拘ず，既に言及したように，党の本然性質とその無限徳力の顕密界や党身の隠然たる実相の能態全てを
せん
永遠に開現し尽せない。現劫の宇宙万有は，党身の問要事的な実存経歴の中で，一時的な過程であって，
党界の無極絶美境のj舌現成の一位に過ないものである。党身の実存とその活現成の経歴においても，無
カルパ せい
量の劫波が流逝し転変するが，便宜上で，三劫の過渡期(空劫→成劫→還劫)を一つの「大劫期」と観
ることが出来る。先の章， I人我論の概要」の中に，人我を中心とした宇宙の開聞，化育と閉菌の経歴
過程を簡単に紹介して置いたが，今度は，万我物事象とその徳力万化を，党身の顕密的な生命体として
扱い，その存在の経歴についてより精詳な説明を加えたい。
玄劫期・空劫期(~詑おお払)。この時期は，一切宇宙の開闘以前に実存していた党身全界の極めて
絶妙で完全に大寂の相，又は，現劫の天地万有が無対無分別で、幽玄静寂の様態に住じた時の事を言う。
一切有の初発以前(玄劫)や現世万界の太初以前(空劫)に無尽の過去より既存する党は，不可解不可
得で匹儒なき万徳を本然性質として有しながら，一切の理知と迷悟を絶する大議栄福を無間断で議
に滴しんでおられると言うより他はない。そして，精神的な悟知を天然実相(真面目)とする神我，祇
我と人我は，非実在に接近した幽玄極微で無名未聞の単子の如く，党身実栢界の一層として実存する。
諸霊我は，玄(空)劫においても，党に全面的に依存し，絶え聞なく養生されながら，熟睡を遥かに越
える全面的な静寂緩慢の状態に住ずる。この時，万我は，原質量と一切無縁で，党身の隠然たる実相の
精神的な極密の層(党卵・金卵)としてのみ実存する。更に，現世万我の食身の材料となる可く物質も，
非実在に近い，極端に縮収した幽玄精妙な原質 (lzrLa加ria)として実存する。一切魚身の太極素材で
もあるこの原質は，党の実力に全面的に依存し，未開無差別，静寂不動で極微の状態に住しながら，党
身の極微妙層として絶えず養濡されている。よって，当劫期は，党界の永存において一時一位で、あって，
党身の存在経歴においても，全面的に隠潜した実存の様態である。
成劫期 (zrt:3722222")。成劫とは，現存する一切世界の万我物事象とその混然たる諸関係の開
閥，活性化，多種多様な活現成と発展の時である。この期の太初に，党は，自らの13芯において， i吾
れ，多者多物として活況点しよう J(ð~~~â~;よ官:!~a~:f1: 2.3) (23)と意思して，宇宙開閣の運命を効く断した
のである。即座，党は，全く自由で無償の博愛をもって，神明の神力を応用して，幽寂緩慢の状態に住
じた万我駐を活性化しながら，前世の白業を因縁に，悉くの霊我に存在実態を藁け，適した身体と結合
させる。それと同時に，全面的に不活不動で極微精妙な原質量を刺激し，本来そこにi替伏していた菓性，
その万徳と能力を開済しながら，今日までその生成化育，膨縮増減等の万変千化を存養せしめる。
還劫期・壊劫期(~~~::~~7Ær:，忠弘αüs)。本過程は，党意を本末終始としながら現存する宇宙万物の開閉，
生死と化育等の秩序が徐々に崩れ，党の顕然たる活現成身としての尽十方界も畢寛，間関される時期を
言う。この劫期中に，一切世界の万我物事象の顕隠，成長進退，生死と膨縮等の万化経歴の平衡状態
が崩れ，縮収，分離，死没，退化と破壊の傾向が主導権を握り，優勢力として一切を統轄する。結局，
万我万物は，機前に酷似した極密幽玄の状態に還帰し，党身の隠然たる真相として実存し続けるであろ
う。本劫と前劫の二過程は，順番で成立し変成するものではなく 党の本然理法に循ずる天地万物の偉
大化と精妙化，開閣と閉闇，生成的な化育と死滅的な転変，多様化と一如化等としての党身存在の隠現
的な面であって，そのi替徳露顕の道場である。この二劫は，更に，党の心身永存とその活動の根本次元
であって，党の絶妙極まりない生命力の活現成の形態でありながら峻別不離で複雑に絡み合う自然の経
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??
?
?
過である。
)。この劫期は，党身の顕在実相たる現宇宙とその万有差異が消滅し，天地問
関以前のような，極めて幽玄で、静寂な状態に還元し
の成劫開始までの休息期間である。
不可見で全面的に不活無対の妙身として
ゴ、一切世界の我物事象とその関係は，党身の顕隠的な実相の多様多面的な活環成である故に，
不可得の慧智と無償の博愛の現前成就でもある。同時に，こ
本然の性質徳力の無尽卓越とその生命機能の:普遍性
それに?究身の顕晦真相に属しない我物事象，徳力や関係がーつもなければ，党法に順従せず，その神
の活現から一寸安IJでも離れ得る」笑一転が実存しない。
こそ?党の顕密宝蔵界の無極
る「開華一関jのような存在ーである。
問-'-
"函 ?孟 を る|異性間賞説j
党我物は，各自の本然実相界において司一切劫を通じて守本来自内牲を異にしながら，その実質たる
とその本徳を問とする「異性向質的Jな世界であるという見解はヴィシスタードヴァイタの
である。本学派の太初であるラーマーヌジアは， Iヴ、ェーダーンタ聖典の論釈大全j
ベん
という大作の中で，焚:我物事象の関係実相を様々な見地から詳細に論辞する。本題に入る前
及した論釈書の内から最適と観ずる論考を選び，著者の主旨を常に考慮しながら，その;意味をより明確
に表わす為，必要に応じて文脈を小々敷桁して，下記の如く紹介する。
ユ脊の超絶我たる党lまヲ 為我詳の七十で最高の安本~である。允は，至高の愛我であって子物
事象の寺えの本4えでもある。この本我は，一切我の内に不変革事えした池イえをみめているが，形色i奈の
よ7な同定的や現象的な属性ではない O この超絶我lま，生滅する事がなければヲ変Jえや腐廃等もす
すさま
る事なく，万効十芥をitじで絶対者として実存する。この我はヲ一切コ有に隙rd司なく迩満 L，コヴサ十
~もこの1;: :j'えに内在するから，聖哲によっ ~r，ヴアスデヴ 7 )と称ぜられる。充たるこ
のヴアスデヴァはヲ無上至高，去王主義尽ヲ不さ主不 i氏不腐不液，司;主脅不滅，永遠方~Jbの存ぷて、あ
て，一切の罪悪と欠殺を隔絶しながら，無恨の徒、カと無ろえの性能を本然性質とする令我τある。党
だけは， そのような神捻と能力を本有する。史に， この先は，顕然たる世界と稔然たる世t:J下を本然、
実相芥の相!11'不離の構成要素とする。そして3し免の顔立実相界、はヲ精神を天然、之伎とする万我お
よび非椅神を悪性とする物質から成りえっ o ・"~あらゆる世界の万我物事象は? 主義
上の主主・我たる党iこ逮帰 L，党身の機に受け入れられるであろう。(何故かとすうと) この霊我はヲ
無償の慈愛をもって，一切の世界とその存在を維持しながら， 各々の天然の性にや吉じてポギfを
る主主絶のえである。この免こそ， ヴェーダとヴェーダーンタのま者裏手与の中にヴ fシコヌ
と君子 lまれている~ [。 一『交の本然実相界には，根本的にニつの真相(面・次元・臭効回)
がある。第一は，一切効芥とその万有事葬しを永遠に超越する枠物質的で本来不可得の秘蔵芥(員討す
な"しょう
約な売J1めよ界・一切効界の本然五島松の合内性)である。第二はラ党身の頭密実相を構成するユチ我物
事象の-)全界(党身を;}zす形而上下界固一切効芥の万有とその変化.)。前芥はー永迭の自存命ーなと不
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:~t J{:主えを本然1急性とする世界であるのに対して剛 後J芥芋lは立 9 永え迷主の依存と生F丸も万イ化巳をえ然コえと
(ある O 雨世芥iは立，本J然、命内性において永遠に異なると向吟に，戸主界(1)実質たる存在 (3をよ主6校舎
通告において不線一知のものである。不生不滅にして水途台えの者が交と称ぜ、らすし依立て
匁滅するものが宇宙万物である J[均ん…『党のカ l丸和十魚崎長の活況カて忘るのに対して，
万号えの活動とその泉報および物質の万}Ji立党カに全面的に依存する。党フヴ l立町一切をえじて活動す
るが悉殺とー然、毛患のものであるのに対して，万著者4の活動l土必らすよ善晃もの釆殺を生ずる J[古必
暗L..・『正党:者よ。絶対の主たるこの交は，一切劫芥の物質的な太極，大地初予をの大~、忽 ， 71 有
儲1'I'.伐の大原、浬， 宇宙コヂオカの生成イ乙育 9 その形態， A毒性，徒、カや善美を遥かに超越する存訟である。
万華支えf紛の党桧生命力てヂもあるこのえは，一切有のあらゆる限界，主砂是，繋縛，欠封段や邪悪等を完
全に絶すると同時に絶えず宇宙?万物をお徹する永遠の大霊我である。えに， この主l立ヲ J善由美枝まり
ないf!t1話役、カを本然舎内性とする。後は，万台色合 }Jのほんの後かなカを j奇いで，学性?を創造し， 7/ 
有のイ芋*えを維持しながら， ~長命の性質とその徳力を養議する。 創由合成である彼lま，無碍で巡にfる-
JJUながら，最多の庚認である鉾月比を万ぎえの先生ゑ国的としたのである。 後こそ，一切の栄光，
変化と活動の謀本滋泉である。最高:J神去無窮i二議喜一絶しながらお徹するこの交
は3 彩向上下界Lの絶対唯一のえであって，万我物事案しの欠如ヲ 5官悉や苓悩苓の気配さ之ない C 彼lま
とその存ィ庄の最高で糸 tじのごとである c このえは 1:主然たる称、殺界と顕然たる世界を4'..)然性
質の相 ~f 写:離で吠事1] 一員。の乳索とする存ょ主である。被こそ，一切の悟安ロラ善美徳と }J を台市 iさに伎
煎する一切のえであってヲ 主イ侍毒尋，なさ主てある J[ド〈官?釘，れ占必川2υ87ω7J
を有七すrる4念fよO 才私ムlは立一切効手芥手とそのイ存手4底Lの本ヰ末乙終姶ててぜあつて， キムを超絶するモ/は一つも
ないJC 九〕。…『合存命iL者たるがd丸万古色合力の極僅かなカを用いて，一切の存在とその
後三むを 55に維持 l，~喜濡する JJ [宝雪山…『最高で無上のイ主格者と宇宙の;ヴ我物は異なる。彼l丸
械であって永遠不変のえとして三世(無限の退去，現在と無尽の永来);ゲ界をi淡なく隅々ま
でよ射紋し，一切の我物変化を存，養せしめるので名絶我と称ぜられる。..・4ムは，生えするものをおよ徽
しながら超越するから，ヴ
Lい、る J C~守う下 λぱω〕qρ 
として毒えられて
以上は，党，万我と万物事象の本然かっ根本的な同異を指摘しながら その関係の真相を精援に
する『ヴェーダーンタ聖典の論釈大全jから選集した聖典の玉丈である。党我物の根本的な同呉と相互
を説明するに当って，先ず，今まで紹介したヴ fシスタードウ、ァイタ究論の哲理(冥諦)おj
を る事は，本題理解の徹底化に役立つと思う。。Jの去来劫を通じて，自存自立しながら匹簿なき性質と徳力を とする ま
1)ない妙格神(無ヒ無よとの霊我)である。
党のヱド然実相界は，顕在たる形而上下の三世万界と，その万我物事を遍徹しながら無間断に
ると同時に超越する潜在的で絶妙極まりない秘蔵界(一切の自内心)から成り立っている。「凝
とも称ぜられる一切存在の本然秘蔵界(雨量L、i吾妻E錯誤)とその身体たる万劫千界の我物事象
は， ヰ味 I断Ij→如(義彦の世界である。
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一、 党身の本然、顕晦的な実相界の活現成でありながら，そ
な露顕の場である。
問、太極の大魂醜とも呼ばれるこの党は， 切劫界を通じて，白存自立にして，
する絶美の妙格神であるのに対してヲ宇宙万有は，党身として，この A切心たる ゐ
有限の る。
ヴイノスタ ドヴァイタ ヴヱーダーンタ
党我物峻別攻口論学派によると，党，万我と万物事象~i;J: ，各々の本然:実相界において，
て，本来の白内性を異にしながら，その実質たる存在とその徳力性能の根本を共有する世界(
る。以下U:，一切を超徹する党とその活現成身である宇宙万有の本然性質に
おける根本的な同異について，神学的な立場に立って，本学派の定見要旨を 2項目にまとめる。
と万我物事象は，切の劫を通じて，本然立性(素早らf去る言語ふ)を異にする存在(
:主;:θ)である。党のみは，唯一無二の万徳と能力を本性の核心とする超絶神)竹
ある。党我物の根本的な違いは，党，万我と物質世界の;本然自内性を構成しながら決定する徳力噌その
よぴ本然実質(樗駐在主と)の性格である。厳密に言えば，先ず，丸、は，一切のお地:を通じてヲ
無尽祇擬の情智，慶福ヲ白意，自存自立および純美極まりない位格的な霊質を本然性質の根本とす
る存在:であると同時に，万我物事象，その能力と万化の世界を泌徹しながら超絶し?結えず養治しなが
ら完全に超越し?万世千界の本末因でありながら白性において不変不依の大魂暁である。一方，宇宙万
有は，万劫に亙って，究;身の顕密実相界を一寸も離れることなく，間関 e 生死?
変を繰りしながら，有限で無常の善美徳と能力を天然性質とする本来依立的な実在である。逆にチ一
切J有の無極白内心である党だけはヲ永遠に無限の存在であって，本然之性において，
る〔図表--2も
二、党，万我と万物事象は，本然!'iI勾性において永遠に異なるが，存在とその徳力の中身自体におい
る insubsta-)。党我物事象が本来同質的な世界であるとは，党，万我と
の本性に循ずる徳力とその性能の実質は，根本的に閉じでありながら，先力の活動によって
手[lされ間断に養濡されているという事である。更に，党力の活現成に依存する三-m升宇界の我物事象
ら流転したりすることがあっても，非存在に変成したり，絶無に転じたり
する事がなければ，党身と党力のi吉現範囲を決して離れる事はない。 換言すれば，
の本末終始，性格，能力，質量，実存の様態と活動の範囲は本来異なるが，皆悉く，実存のあらゆる
態とその万想性描において 例外なく 党の存在力によって遍満され絶えずに養濡されながら統理各
れているとヴィシスタードヴァイタは一貫して主張する。更に，自由自在で無限の生命を本有するこの
党は切の我物事象に，各々の天性に循じて，隙聞なく隅々まで平等に棄けるものが個性ではなく，
存在の能所と適切な語、力である。こうして，党の存在と万有世界の存在が本質的に同じである(
的に異なる)。何故かと言うと， 会切劫界の万我物事象が，党身であってーその実相界の
からです。然らばp この存在的な一如性は---つの宇宙的な大家族を成す親たる党とそ
物事象，又は，不可思議な無限の命界を構成する匹億なき大魂幌たる党とその真実の身である
が，この tもない親密で切り離す事が出来ない「生命の紳」で結ばれているという真理を
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図表~2 園党我物事象の本然性質における根本的な紹興。
一「土ム何物事ト一戸丹J一二円の万我fø.~竺竺(竺性)
|象の本来隠然たる秘蔵! 霊 我 | 物 | 事
円竺'J'f.(竺，O):$:徳) ~ネド 我 iA il: J![ 象
り 無尽去来劫に亙って一切の依存 j永遠に実在するが，その実在と存続矧貨として党こ全現相としてしか
から自由であり，自存自立的な無;が党に全面的に依拠する。 川主j的に依存するか， I ~実存 J ないから
よ1:の妙格拘である。怠栢と /Z~直接，義党我物に全面削
我に依拠する c に依存する。
¥ア ー切世界の万我物事象を際関紙，i 1t包我物等を超越す|物質事象を超越す|事象を越えてLミるが， 流転万化する悉|
く遍徹しながら，それらを超絶す|るが，党に及べな|るが，党 e神に及|党-神。人iご及くな 有σ様態でibr; i 
る純然たる笠我である。!い非遍徹(持g，l殺の)Iべない至精絶微の|い非情非精神的な実非実体的なさ定布
勺 完全に無欠無罪1の性質徳力を本
然実相とし，罪悪歩誤謬や苦痛の
陰影さえはない。
り 一切の万我物事象を内包する。
在である c て歩る。
と万我によって統理されている。
くア党の無尽性質とその善美徳等を完全に露顕したり，尽くしたりする事は永遠に不一向能である。
り 宇宙万有の生命万徳等の太極本け宅の無極で本然の実相と匹儒無き生命の我物事象的な活現成(果位状態)で
;原である。 いある。
「而瓦瓦雨扇万五i窮立福玩FE去五五両司五万函告示副長忌玩身百五o
まりない秘蔵界である。 Iる。 I
0 本然自内性は永遠不易であり，完全な自他意識を有する。 I本性自体が非意識的であって，膨縮
L 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一目三世竺空竺三二一一一一
|党我物事象の実質たる存在 生命が，隠現変易しながら根本的に実在・生命として有常であり，非存
い党我|在非生命に転山変成山する判決してない!
質片我物呼在生前i0)2宇;然芝生出るがその天然実質(存在であること)は根本的に同じであ
は{党我物，本来呉生可賀也]。
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七、党我物の親疎関係を論ずる「親疎一如説J
既に，一切劫界とその万我物事象を究身の顕密真相と観る「活現成身説」の神学的な主旨を述べた。
更に，党，万我と事物千化が去来永劫を通じて，本然之性を異にしながら，その本質諸相を成す存在と
その徳力自体を，党の無償博愛によって，共有するととく「異性同質説」の根本定理とその神学的な趣
旨も略述した。以下，党我物の本来関係における党と万世万有の「親密性J (!~~;:~~fu~~s )と「疎隔性」
(隔絶性，又は超絶性， ~~~e~~ibili:~) とその関係を解く「親疎一如説J (記;;;詑説s:e~is~~~a c:urae )の神学
的な意図を略説する。
ヴィシスタードヴァイタによると，賛と宇宙万有は弔心身の如く，親疎一如で峻別不離の依存関係で
結ぼれているが唱一切世界の万我物事象そ通和しながら統理する絶対的な大魂現 (ZZfZ，ょzrzr，
125172fJ457fL私立'f:a7i~:m， )たる焚がその関係の本末因で、あって究極の拠り処である佃)。
先ず，党と万我物の関係は，両者が本来，無縁で隔絶した別物であったが，実存経過のある時点で何
等かの因縁によって，物質的な第三者，又は精神的な仲介機関が発生し，党と宇宙万物を連結させた偶
然の出来事 (22:誌;昔話tf~li~~~nJhr:sae)ではない。更に，党我物の関係は，万我物事象が党の内外に寄生
するような依存でもない。
ひん
党と一切劫界の我物事象との関係は，両方の本然実相における相即不離で本質的な依存関係(菓質的
な常砕，認?i:iz』ft詰't~~l~!~p~r~~ilis)であるという見解は本学派の定理である。この類の関係は，形而下界
に見られる自立実体と依立有(属性)のような連繋ではなく，一切の形而上下界の顕密能所の根本を成
す絶対自立有たる党，相対界においである程度で自立でありながら，絶対界において依立有でもある万
我物，そして，単なる依立的な事象と徳力の全実相界を結ぶ実在的かつ本質的に相即不離の関係である。
以下，絶対無尽の自立有たる党と相対界においである程度で自立的でありながら，絶対界においては依
立有である万我を中心に 一切世界の本然実相における本質的な依存関係の真相を 4項目にまとめ，神
学的な深意を示す。
一、万我は，本来の性質において，党身の霊格的な真相であって，精神的な活現成である。動物や植
じゅん
物の命我は，究の心身理法のー現と見倣される業法に遵じて，輪廻転生する人我の実存様態である。
更に，物質は，究身の顕然たる真相であって，人我の現前様態の基盤でありながら，神体又は人体の材
源でもある。
二、一切存在の霊秘極まりない自内心たる党は，万界の無量劫を通じて，不生不死にして自存自立し
ながら，完全に自由な意志によって，自らの無尽蔵の能所と万層を万我物事象，その徳力と万化として
露現する。由って，党我物の繋りは，必然的な依存関係に住じ，一切劫界の万有にとって，存在上で絶
対不可欠な連結であって，天然の命脈である。党に依存する事は，万我物事象の天性界の根本要素であっ
て，党とその養活なしに，何も存在する事が出来ない (1:t詑zftJ7521一)。
三、万我物事象は，自らの実存経歴の一切劫を通じて，党力に因って存養され，泌徹されながら内制
されている。一方，無量の宇宙とその万有も，党の栄光と智慧の活現成でありながらも，その本然宝蔵
界を永遠に露現し尽せない。
四、万我物の立場からみる限り，永劫万界は党に必然的に依存する運命があるが，党の方からみると，
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いし
宇宙万有の間関等は，党の完全に自由な恋志に由るものであって，党の絶美極まりない実相界，特に，
自由な顕現に過ぎない。従って，宇宙万有が現存しなくともヲ又は，その劫期の
しいとも?党自体の実存，永福，極楽や悟悦等の性賓とその徳力の本然自性においては，悪影響が一切な
しミ。
東lょうーマーヌジアとヴェーンカタ Tー タを始め，ヴイシスタードヴァイタの慧哲によると，党と
万我物の関係は，両世界の本質的な実相における相即不離の依存関係だけではなく，心身の知く
~t~~rpus )を本性とする iI峻別一如J的な関係である。党我物のi峻別一如という関
はp 絶対の大魂線たる党とその活現身たる字詰万有が，各自の本然自内性において，永遠に異なる(故
に峨別すべきである)がヲその本質の根本を成す存在性とその穂力自体を共有する(故に一つの如くで
ある)という切っても切り離せない連結である。それは，党と勺J劫界の万有とその徳力の性格範囲
(例えば，無限|空日有限性や遍満性日極術性等)の根本が永遠に不変でありながら相互に異なるのに
して&その存在と徳力の閣量がヲどんなに変化したとしても，非存在(絶無)(ザ
時現や実存の形態を変えるだけである。斯くして，宇宙万物の生成化育や壊滅等は，党身におけ
る変動てやあって，その絶対大魂塊たる党自体の本性に何の変化や影響がない。
じて，党と宇宙万有の関係を更に異なる見地から考察してみると I可世界においbて切り離し得ない
本来の二相に気づく。 ー切存在の大魂脱たる党とその現成身たる万我物と事象は，ント:然之性において，
に亙もって根本的に異なるという事実を考えると，党は，宇宙の万我物にとって，無尽去来を通じて司
主)の佳界であると認めざるを得ない。一方ヲ党と宇宙万物は，
る一如の世界詰 eXlstentialie)である。それは，党は， →切存在の本然秘蔵界と
あって.匹偉なさ無限の徳力を本然白性として有する半面，三世万界の我物事象はヲ
として，無量劫を通じて，党を絶対太極の存在，究極的なヱド三転倒ヲ万有の存養主と揺ぎな
り処とする依立の世界であってヲ党の生命をいきながら，その憶力に参ずるものである。要
するに，党は，何時も，万劫万有とその万変千化を超徹しながら統理する存在者である半間，ヲどと
劫界の万我物事象も又ヲ永遠に「心身Jの如く，峻別一攻Jであって「親疎不離の世界J(りで
あるという見解明JU:， ム貫して，ヴインスタードヴァイタ・ヴェーダ‘ンタの哲学，科学，人間
と解脱論を含めて)の定理であって教義である。
かえて~
'1 eースタ ド"fTイタ ヴフ ダーノタ
ノ党我物峻別一如論学派の党論は，本学派の哲学の単なる抽象的な問題を扱うのではなく，神学を
とする宗教(心身学道)的な世界観の中心的な命題であり，本学派の人間観，即ち，人我観，解脱観と
を正しく理解するためにも，避けては通らない根本的な事柄を論弁するものである。
ヴィシスタードヴァイタの究論は，主として，党の本然自性の超絶的な性格を
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の超徹的で絶美極まりな霊質を主張する「大魂塊説j，党の絶対的な本末性とその活動の道理を論ずる
「因果現成説j，党の本然自内性の絶対的な不変同一性を解く「実体説j，党の本然秘蔵界(本性)の根
本神徳を論ずる「五大徳説j，宇宙万有の天然性質を論解する「党身説j，党の自存自立性とその生命力
の三大活現(創世，万有存養と内制的な通総)を説く「党行三大徳説j，一切劫界の本性的な有限性を
解説する「無明説j，党の無限で無尽の活動を論ずる「大行先説j，党の救済的な活動を主題とする「化
党説jおよび，党と一切世界の万我物の性質的等の関係を命題とする「異性向質説」と「親疎一如説j
をもって，一切存在の究極的な本末終始である「党」の性質徳力および，党と万世万有の根本的な関係
の真相を様々な見地に立って論究する。
本論文では，神学的な極意(奥義)とその人間学的な意義を念頭におきながら，ヴィシスタードヴア
イタが提唱する党論の根本的な哲理の心髄を説明した。以下，その特色を改めて指示する。
先ず，一切世界，その万我物事象，徳力とその能所の実在性および，その諸相の把握に携わる人知の
性質や機能の実在性を定理とする認識論の概要を述べた。ラーマーヌジアを初めとするヴィシスタード
ヴァイタは，人知が，本来，実存する世界の能力である以上，一切存在の形而上下界，その真相，実存
の根拠と意味および，万世万有の絶対的な本末因である「党Jの性質，徳力とその役割等の真理を，全
面的ではないが，正しく把握し，理解する事が出来る。よって，人類の存在的な経験(天地の隠顕的な
現象，生死，苦楽等)とその自然で自発的や意図的な発想(哲学，神仏究学，人間学，学問等)は，虚
無，虚実や因縁と目的のない虚幻ではなく，不完全でありながら，根本的に真実であり，又は，真理を
会得する為，根本的に正しい方便であるという立場を取る。
第二に，無始の永遠から党に依存しながら，党身の霊的真相の一員である「人我jの本然性質をヴイ
シスタードヴァイタの立場から概説した。人格的な生命とその性能を本格(天然之性)とし，極微で精
妙な霊質を天然の本質とする「人我」は，人間の本体であって，党力によって無間断に存養されながら
内制されている。その上，党行の普遍的な現成である業法に順じて，適切な身体と結合したまま，前生
の果報として，現世で生きると本学派は説く。それを背景に，宗教，特に神学の心眼で人間の現実を考
察してみると，党がいなければ人間(人我)もないから，人我は，最終的に，党に対して，責任を担う。
更に，人我は，自由をもって活動するが，その活動が党力の活現とその理法の範囲から，永遠に，一瞬
も一寸も離れる事がない。それに，万代万人は，天然之性において，根本的に平等であるが，各自の真
で究極的な幸不幸(解脱や輪廻転生)は，党法機現の一つである因果縁起法に順従し，各自の任意選択
を出発点とする党存在の賛否，信愛と知行一致によって方向づけられ，実現する。その上，特に，党を
誠心全霊をもって信愛する者は，党の恵愛によって，必らず，万我の究極的な目的である完全な解脱
(1党との明合j，即ち，人我が自他認識を極限まで拡充したままで党の無限慶福に参ずる事)を会得出
来るとヴィシスタードヴァイタは主張する。
第三章で，神秘と善美徳、の極まりない党の「性格jを唱道する「妙格説」の根本を説明し，神学的な
奥義の心髄を示唆した。本学派によると，党は，無自性無徳差で虚実的な実在でなければ，無相で圭一
本的な唯一の実在自体でもなく，無限で超絶の万徳とその無尽性能を本然の性質とし， 1人格」や回定
した「神格」のような性格を永遠に卓越しながら，善美で絶妙極まりない性格を本然自性の核心とする
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で、ある。神学の立場からみると，次のような深意を る る。
¥党は，無限で、紫量の力を本然性質とする絶対で無上の存在者である。
人我や神我の如き性格を有するのではなく，一切個我の性格(本然自内性の位格)を
に絶しヲ善美と神秘の極まりない「性格jを本有する無比の「妙格者J (妙格神，即ち，絶妙極
まりない神聖で三神秘的な性格を"有する存在)である。
二三、[妙格説」は，党界の全相会面、で、はなく，党の本然性質の超越的
しようとする。
はヲ党の超徹的 を論じた「大魂規説」 説明し，
な真相の を
した。
ヴイシスタードヴァイタによると，党は，一切の存在を永遠に超絶する をは少格的な j
とす一るだけではなく，一切劫界の万我物事象ヲその徳力と性能を無関断に し，
しながらも内制する まりない大魂醜(
一匁千日常)である。極微の霊我である人我や神我等のよう
と違って，党たる霊我は絶対的な遍在裁でありながら，一切の有とその限界を透脱する
る。神学と宗教の根本対象である党の「魂晩的な」性質は次のような教理を表示オる。
一、党は，妙格神であると同時に切の我物事象，その徳力と万変二子化を遍徹しながら.純え
生かす霊妙極まりない命我(命を本有する党)である。
遍往裁でありながらも-~切の存在とその限界の悪影響を
る。えずに恵養しながら超脱し，通和しながら
一 この説は，党の「超越性」と同時に，その (徹およびヲ
るものである。
万世万有
を描写す
9二1で，党身の顕晦的な真相である宇宙万有の性質に関するヴィシスタードヴァイタの背理を
紹介しラそーの神学的な意味を簡短に説明した。この学説によると，あらゆる世界の精神的および物質的
な万右手化は党の本来臨現的な「身体」の多種多様な苦手態であって，党力を本源としながら，その妙機
にまfijえ間なく依存する「我物事象的!な活現成の結果で、ある。このようにして，尽十方界の我物事象と
その無1;量変化は，一切の劫波(空劫期→成劫期→還劫期→次期iの空劫期)とその経歴の段階を通して，
って，党身のj舌現範囲を外れ得る投物事象か…つもないと論述されている。
から這えば，宇宙万〉交はヲ党の無限性ヲ善美と栄光，党力の不可思議とそ
的および物質的な現前成就である o 方， 切の劫界でさえ，党の本然性質とそ
よぴ
寸る O よつて，あらゆる我ヲ!物均 事象象."その変化や行為は'党の恵恵、養と慈愛の(侍働彰勃jきを究郁極一的な拠』りj処と
しながらヲ党法の秩序(生死病苦等の自然道理)とその正義 (1自業自得Jや「御摂理」
範囲から，一瞬も一寸も離れる事がないと言うのも過言ではない。
とその「身体」の如く「峻別」で「不離|な事柄と理解し，
る実有の世界と見倣L，党と万有千化の親密な
を明示する る。
と万物千化は，各々の存在とその万徳性能の本然自内性において永遠に異な
ヒンズー教の党論 霧島 a怜 89 
るが，各自の存在とその徳力性能の本然実質を共有すると論ずる「異性同質説」の根本哲理とその神学
的な深義を略解した。本説においては，哲学的，宗教的と神学的な意味は，複雑に絡み合うので，はっ
きりした境界線を引く事は困難で、あるが，そこに論辞されている教理の心髄を下記の如くまとめる。先
ず，党，万我(強植線)と万物事象の本性的な差違の根本について:
一、党は，一切の劫波を通して，自存自立的な存在であるのに対して，万我物事象は，無間断に党に
依存する実有である。
二、党と他我は，不生不壊で不増不滅の性格および知能を本有するのに対して，万物事象は，本来無
自性で、あって，様々な形態を受けながら変化する万我の身体の材料である。
三、党は，完全で無限の徳力を本性とする唯一無この妙格神であるのに対して，天地万有は，有限の
徳力を天性とする実有である。
四、党は，一切存在の大魂暁(存養主，内制主)でありながら絶対超越的な君臨主であるのに対して，
一切の我物事象は，党身の様態でありながら，党によって浸徹され，恵養される「個体Jの群で
ある。
五、党は，一切劫界とその万有事象を必要不可欠としないのに対して，宇宙万有は，党を必要で不可
欠な本末因とする。
一方，党，万我，万物事象とその変化は，党を絶対的な本源とし，その存在性と徳力の根本自体を，
党の寵愛によって，共有する世界である。
第七章の中で， I異性同質説」と「党身説J等を前提とし，万世千界と党の親疎(親密性と疎隔性)
を論解する「親疎一如説jの心髄とその神学的な意義を略解した。この説によると，党と宇宙万有には，
「心身Jの如く，親疎一如の世界であって，峻別不離の依存関係で結ぼれているが，一切世界の万我物
事象を通和しながら統理する絶対的な大魂腕たる党が，その関係の本末因であって，究極の拠り処であ
る。要するに，党と万劫万有の親疎で一如的な関係とは，絶対的な大営暁たる党とその真身たる一切世
界が，存在とその徳力自体の本然実質において，隙聞なく親密に交わりながら，存在とその徳力の本然
自内性において，永遠に隔越(疎隔・疎遠)するという依存関係である。事実上で，この「親疎一如」
性は， I党とその真身」の連結および，党我物事象の「異性同質j性の裏面に過ぎない。この学説の根
本哲理を宗教と神学の立場から再び見詰めると，次のような教義を見い出す事が出来る。
一、党は，万我物事象を無間断に泌徹しながら盈満し，存養しながら活性化するから，万我物等にとっ
て，党より親しく交わる「存在jはない。この関係は，党と万我物事象の本然性質を本地(発生
地)とし，断絶のない連結である。
二、一方，党と天地万有は，各自の存在とその徳力の本然自内性(鯨議議)において，永遠に隔越
する世界である。よって，党は，万我や万物事象に全面的に変成したり，完全に尽されたりする
事がなければ，神我・人我や物事も党に転じたり，党の秘蔵界の善美徳や至福をありのままで体
験したりする事は永遠にあり得ない。だから，党は，万我物事象にとって，いつまでも不可解噌
不可得で神秘の極まりない世界である。
三、人間の究極目的(人生観)の立場から考えると，完全な解脱とは， I無限で無尽に超徹的な賛に
成り切る(密主~h) ことではなく(霜都誌は)，党の善美徳，その栄光と慶福に参ずる事の
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みである。
自主
( 1 ) “Visist亘dvaitaVedanta"という語は，文字通りに「被限定者不二一元論j，I制限不二論」や
「具有不二一元論j [井原徹山， r印度教j大東出版社， '1981('43)， p.356.村上真宗， Iインド哲学
概論j，平楽寺書庖， 1991， p.94.]と直訳されているが，私は， I党」・ 「万我」と「万物事象Jの
「実在性」と「峻別一如性」がヴイシスタ}ドヴ、アイタが唱道する世界観の基本的な仕組みを成し，
その思想、の大枠，本軸と心髄であるという事実を最重視し， I党我物峻別一如論学派」と訳した。以
下，私訳を用いる。
Dasgupta S.， A HISTORY OF INDIAN PHILOSOPHY， Motilal Banarsidass， 1975， vol. m， 
pp.63-138. 
(2) THE VED互NTASUTRAS WITH THE SRIBHASY A OF R互M互NUJAC互RYA，transl， by 
Rangacharya M. etc， Munshiram Manoharlal Publ. '1989 (1889)， vol. 1， pp. XXV-XXXVII， 
41-58， 152-160. Chari S.M.S.， FUNDAMENTALS OF VISISTADVAITA VEDANTA， 
Motilal Banarsidass， 1987， pp. 1-2， 22-26， 73-107， 158-183. Dasgupta S.， Ibid. vol. II， pp. 165-
179， 195-197， 311-326， 351-352. 
(3 ) “Tattva mukta kalapa"は，ヴェーンカタナータ(1268-1369)によるヴィシスタードヴァイタ・
ヴェーダーンタの形而上学，宇宙論，党(神)学，人我論，終末(解脱)論および認識論の教理大全
である。
( 4) Chari S.M.S.， ibid. pp.22-26を参照。
(5) THE VED五NTASUTRAS WITH THE SRIBHASY A OF R互M互NUJ互C互RYA， vol. 1， pp. 
59-74. Chari S.M.S.， ibid. pp. 28“32， 187-215， 277-280. Kumarappa B.， THE HINDU 
CONCEPT OF DEITY， Inter-India Publishers， 1979， pp. 249-261. Radhakrishnan S.， IN-
DIAN PHILOSOPHY， Princeton Univ. 1957， pp. 547-552. 
(6) THE VED互NTASむTRASWITH THE SRIBH互SYAOF RAMANUJ互C互RYA，vol. 1， pp. 
58-60， 73-75 (本文意訳のまとめである)。
( 7) Chari S.M.S.， pp. 278“280. Kumarappa B.， ibid. pp. 261-329. Sinha K.P. etc， THE SELF IN 
INDIAN PHILOSOPHY， Punthi Pustak， 1991， pp. 89-91. Dasgupta S.， Ibid. pp. 155-164， 21込
296. 
(8 )絶対不二一元論学派の‘Para】Brahman'(上位党・高次党)は‘NirgunaBrahman' (性質徳差の無
い焚)であって‘NirvisesaBrahman' (単一純然たる実在としての党)でもある。 THEVED互N-
TASUTRAS WITH THE SRIBH互SYAOF R互M互NUJ互C互RYA，vol. 1， pp. 97-112. Chari 
S.M.S.， ibid. pp. 229-242. Kumarappa B.， ibid. pp. 164-193. Dasgupta S.， ibid. vol. I， pp. 
429-491， vol. II. pp. 165-175， 338-344. Vyas R.， THE BHAGAVATA BHAKTI CULT AND 
THE THREE瓦C互RYAS， Nag Publishers， 1977， pp. 5-10， 79-83.井原徹山， ibid. pp. 345-347. 
村上真宗， ibid. pp. 88-90. 
(9 )上位党を高次党，下位焚を低次党とも称ずる。
(10) THE VED瓦NTASUTRASWITH THE SRIBH互SYAOF R互M互NUJ互C互RYA， vol. 1， pp. 
84-113. Chari S.M.S.， ibid. pp. 165-175， 229-242， 304-346. Kumarappa B.， ibid. pp. 173-179. 
Dasgupta S.， ibid. vol. II. pp. 306-325. 
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(11) Chari S.M.S.， ibid. pp. 251-270. Dasgupta S.， ibid. vol. II. pp. 175-188， 312-318. Grimes J.， 
THE SEVEN GREAT UNTENABLES， Motilal Banarsidass， 1990， pp. 25四78，113-124. 
(12) r人我論の概要Jを参照。
(13) THE VEDANTASUTRAS WITH THE SRIBH互SYAOF R互M瓦NUJ瓦C瓦RYA.vol. 1， pp. 
153-164，275，285-288，308， vol. I， pp. XIX-XXX， Ii-li， 61-64， 150-156. Chari S.M.S.， ibid.pp. 
47 -52. Carman J. B.， THE THEOLOG Y OF RAMANUNU J A， Ananthacharya Ind， Re-search 
Inst， 1981， pp. 124-125， 147-155. Kumarappa B.， ibid. pp. 206-210. Dasgupta S.， ibid. vol. II， 
pp. 155-158. 
(14) THE VED互NTASむTRASWITH T狂ESRIBH互SYAOF R互M互NUJ互C互RYA，vol. 1， pp. 
164， 287， 308， vol. I， pp. 6， 10. 
(15) THE VEDANTASUTRAS WITH THE SRIBH互SYAOF R互M互NUJ互C互RYA，vol. 1， pp. 
152， 163， 173同174，176，178;vol. I， pp. 175， 233-234. 
(16)存在(すること)において，全面的に依拠するという意味である。
(17)この完全な統理とは，主人と奴隷や君臣のような関係ではなく，最愛の親子，特に，母親と胎児のよ
うな依存関係をいう。胎児の生命，存続と成育に母親の存在は不可欠であるように， r身体Jの存続，
活動と当身体としての成長にも，霊魂(個我)は必要不可欠な存在である。
(18) r身体」というのは，人体でなければ，肉体でもなく，魂が結合の時から離別までの聞に，党法現成
の一位である業法に遵じて，自らの(解脱の)目的を達成する為に， r自器」として維持し， ?dに使
用する霊的，又は，物質的な実有である。よって，例えば， r死体J(人屍)というモノは，死の際に
人我が離別した後で「人体」としての役割が終結し，もう「人体Jとしてではなく，単なる「物体J
(物質的な結合体)である。
(19) “Yasya cetanasya yaddravyam sarv互tman亙svaatheniyantum， dharaitum ca sakyam" 
Chari S.M.S.， ibid. pp. 251-276. Carman J.B.， ibid. pp. 77-87. Kumarappa B.， ut supra 
Dasgupta S.， ut supra.図表-2も参照。
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BRAHMANOLOGY OF HINDUISM 
【Pαrt1】
PRINCIPAL THEOLOGICAL CHARACTERISTICS OF THE DOCTRINES EXPLAINING 
BRAHMAN'S PERSONALITY， IMMANENTO-TRANSCENDENT SPIRITUALITY， THE 
NATURE OF HIS BODY AND BRAHMAN-COSMOS RELATIONSHIP AS SEEN IN THE 
SCHOOL OF VISISTADVAITA VEDANTA 
93 
Generally speaking， the fundamental doctrine of Visistadvaita Vedanta's Brahmanology may 
be formulated as follows : Brahman， the Supreme and Absolute ‘Soul' is transpenetrating， vitiliz-
ing and transcending al beings of al cosmic eons， which as the polymorphic epiphany and concre-
tizations of His enigmatic body are inseparable from Him eternally. 
This paper deals with the essentials of Visistadvaitic (begining with its actual founder Rama-
nuja 1 1017-1137J) Epistemology and the doctrines depicting Brahman's‘personality'， His imma-
nento聞transcendentspirituality and the doctrines defining the essence of Brahman-Cosmos relation-
ship， as viewed by well-known scholars of lndian and Christian comparative theology， philosophy 
and religion [i.e. Rangacharya M.， Chari S.M.S.， Dasgupta S.， Eliade M.， Carman J.B.， Parrinder 
G.， etc.J . 
Chapt巴r1 outlines the essentials of Visistadvaitic Epistemology， viewing al beings as the on同
tic realities perceivable by our cognitive faculties. 
Chapter I summarizes theory of‘psyche' (jiva， human person). The school rejects as false the 
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doctrines of Vaise位a，Jaina， etc. and establishes its own theory， which regards as 
the conscient and active individuals destined for salvation， yet remaining different from 
and as micro-beings ( depending on Him in their existence. 
II deals with the doctrine of “Saguna Brahman"刷 Visista:dvaitateaches that Brahman 
is neither and qualityless nor absolutely one pure Existence 
わutHe is possessing the self-sustaining existence endowed with marvel 
ous ， infinite number of unsurpassable qualities and excellent virtues as the very essence 
His nature 
In the IV， I've presented the theory of Brahman as the 'immanento-transcendent Soulラ
Paramatman). It of Brahman as the absolute， ultimate and immanent Soul 
sustaining and vitilizing al macrocosmic and microcosmic beings. He is seen here 
the 'Soul'， which transcends al realities in al aspects of their transi巴nt
日xlstenc:日
V deals ¥甲W戸九即v巾l
mam礼if白巴日“tat幻lOnι呂 andpo凶 concretization呂ofBrahman'泡seぱter、:na凶la出n吋denigmatic 
as the Universal and as His differ in the essence of their 
natures， yet the body is inseparable from Brahman in a1 stages and forms of its 
ritual and material cosmicization. 
Vld日scribesthe doctrine 01' Brahman-Cosmos' and differenc:e. It that 
Brahman and a1 other share in th日substanc日oftheir existences， yet th日yretain the 
essence of their natures different and distinct (“Aprthak-siddhi" ). Brahman is viewed 
here as the Self ensouling and transcending a1 beings of al cosmic eons， which will never 
exhaust the treasures and potential of His unfathomable nature， nor will they ever escape the do-
main of His univers乱1 日venfor a moment. 
VII prεsents th日doctrineof “Paratva-saulabhya". It argues that Brahman remains 
inaccessible to al cosmic beings in the essence of His divine nature (paratva)， while the 
existence and of al dep巴ndultimately on Brahman; and thus there is a ex-
ist.ential betw官邸1Brahman and al beings. Brahman's 
and His enigmatic continuous vitilizing al and phenomena of al cosmic: eons， re-
main the mystery forever. 
The principal theological characteristics of the above theories may be summed up as f o110WS: 
Brahman 'a se， in se and per s日， possesses the unsurpassable as His true nature. 
② Brahman has the absolutely unique“PERSON ALITYヘwhichis not only 'trans-human' but also 
也trans-di vine'吻
Brahman is the unique and 'immanento-transcendent SOULヲofal beings. 
④ Brahman possesses the抗日rnaland enigma tic“BODY" of etc. souls 
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and matter， endowed with innumerable potentialities. 
⑤ Brahman and al the other differ eternally in the ESSおNCEof their natures， yet al the 
cosmic beings share in the sllbstance of Brahman's EXISTENCE 
⑥ Brahman in the 守leart'of His essence remains eternally INACCESSIBLE， yet can b日
from Him even for a moment 
